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施策への活用イメージ①

が が○ 必要整備量や進捗率等を評価軸として、特に対応が急がれる箇所・属性等を
抽出することができるのではないか。

○ さらに、対応が遅れている要因を具体的に分析し、必要な施策（具体的な処方箋）
を立案 実施することが必要となるを立案・実施することが必要となる。
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指標3 床上浸水被害を解消した家屋数 指標6 下水処理施設における地震対策実施率（ハード＋ソフト）
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消毒施設の現況処理能力が
高いにもかかわらず、施設の
地震対策が進捗していない
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施策への活用イメージ②

2 0
指標22 下水道に係る温室効果ガス排出削減
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その要因を把握し、他自治体への有効な処方箋と
なる場合には 全国もしくは同じ課題を抱える自治体

好事例の水平展開

さらに排出源を分析
なる場合には、全国もしくは同じ課題を抱える自治体
への水平展開を図る。

600,000

排出量の多い都市を抽出

その他（電力以外のｴﾈﾙｷﾞｰ、水処理工程の処理等）

流動床炉焼却(高温燃焼)(N2O)
さらに、排出源を分析

電力CO2と通常焼却N2Oが主な排出源と特定
具体的な処方箋（技術開発実施や新技術の導入促進策）を検討

300,000

400,000

500,000

用
量

（
t‐
CO

2/
年
）

流動床炉焼却(高温燃焼)(N2O)
流動床炉焼却(通常燃焼)(N2O)
汚泥の焼却(CH4)
下水汚泥の埋立処分(CH4)
電力焼却

N O
焼却

0

100,000

200,000

Ａ県 Ｂ県 Ｃ県 Ｄ県 Ｅ市 Ｆ県 Ｇ市 Ｈ市 Ｉ県 Ｊ市 全自治体 平均

換
算

使
用

電力

電力
電力

電力
電力

電力
電力 電力

電力 電力 電力

N2O

焼却
N2O

焼却
N2O

焼却
N2O

焼却
N2O

焼却
N2O

N2O

焼却
N2O

2

Ａ県 Ｂ県 Ｃ県 Ｄ県 Ｅ市 Ｆ県 Ｇ市 Ｈ市 Ｉ県 Ｊ市 全自治体_平均

・電力CO2と通常焼却N2Oが主な排出源と特定
・具体的な処方箋（技術開発実施や新技術の導入促進策）を検討

具体的な処方箋の検討



施策への活用イメージ③

ＡＢＣ

① 住民等が参画し内水ＨＭを策定した
② 住民自らの判断で避難を開始するための行動

指南情報等を掲載した

内⽔HM 充実度
○ ○ ○

○ ○ ×

Ａ
市

Ｂ
市

Ｃ
市

Ａ市が好事例の可能性指南情報等を掲載した
③ 避難に必要な情報の入手先、避難場所、避難に係

る危険個所を掲載した
④ 災害時要援護者に配慮した内容となっている
⑤ 被害想定と重ね合わせるなど 他のＨＭとの

○ ○ ×

○ × ×

○ ○ ×

Ａ市が好事例の可能性

⑤ 被害想定と重ね合わせるなど、他のＨＭとの
一覧性に配慮した調整を行っている

⑥ 地域防災計画の内容を内水HMに反映してい
る

⑦ その他（ ）により 内水HMの充実に資

○ × ○

○ ○ × Ａ市の内水ＨＭの内容や実際の
活用状況 策定プロセスを把握⑦ その他（ ）により、内水HMの充実に資

する内容となっている

内⽔HM 活⽤度

○ ○ ○
活用状況、策定プロセスを把握

⑧ 全戸配布やインターネット等での公表を行っ
ている

⑨ 防災訓練、学校教育、住民説明会・出前講座
を行った

○ ○ ×

○ ○ ○ 他自治体への有効な処方箋となを行った
⑩ 内水HMの内容を地域防災計画に反映してい

る
⑪ ＨＭの点検、見直しを実施しているもしくは

見直すルールがある

○ ○ ×

○ × ×

他自治体 の有効な処方箋 な
る場合には、全国もしくは同じ課
題を抱える自治体への水平展開
を図る
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見直すル ルがある
⑫ その他（ ）により、内水HMの活用に資

する内容となっている
○ ○ ○


